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  例 図 1-2 





































































































































































































































会、2004 年、8-9 頁参考)。 
4 筆者は、日本ワイルドライフアート協会(Japan Wildlife Art Society、略称 JAWLAS、1994
年発足の「野鳥を描く会」を前身として、1996 年に日本ワイルドライフアート協会に改名。）
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    (1)君台観左右帳記の記述 
    (2)室町水墨画における遊魚図―阿弥派 
    (3)雪舟派、雲谷派、狩野派における遊魚図 









      
図 1-1(左)《小野雪見御幸絵巻第二段 庄野券を御隨身に賜る(部分)》鎌倉末期、東京芸術大学所蔵 
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図 1-8(左) 伝景初《藻魚圖》元代(推定)、絹本著色、132.1×59.7cm、東京国立近代博物館蔵 
図 1-9(右)『中国鯉科魚類誌 上巻』よりクルター類の参考画像≪Culter erythropterus Basilewsky≫ 
 
 





































図 1-14 作者不詳《群鮮朝鯉圖巻(部分)》絹本著色、明代、インディアナポリス美術館所蔵 
 











































下図 1-16～1-18 に示すのは、阿弥派と、阿弥派の系譜にある遊魚図である。図 1-16 は






    
図 1-16(左) 伝真能(能阿弥)《藻魚圖》、室町時代、紙本淡彩、48.3×33.3cm、藤堂家所蔵 
















したような、図 1-18 の興悦による藻魚図にも通じている。 
 
    





























































図 1-25狩野松栄《聚光院仏間 蓮池藻魚図(部分)》1566年、襖絵六面、墨画、聚光院 
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第 2節 遊魚図における写生画としての展開 
    (1)円山応挙の鯉魚図 
(2)伊藤若冲《蓮池遊魚図》 






















































































図 2-2 図 2-1の部分拡大 
 
 



























































































































































































   
図 2-8(左) 円山応挙『写生雑録帖(部分)』1771～1772年頃、紙本著色、個人蔵 





























図 2-11 円山応挙《鯉魚図(左幅)》1779年、絹本淡彩、122.2×54.6cm、個人蔵 
 
  
図 2-12 同図部分①白抜きと魚体        図 2-13 同図部分②藍隈の重ね 
 
 











































































































































































    
図 2-20(左)《群魚図》（『動植綵絵』）1765～1766年 絹本著色 142.1×79.2cm 宮内庁三の丸尚蔵館所蔵 
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44  前掲：相田公平ほか『新潮 世界美術辞典』、886 頁参考。 
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画人―」土浦市立博物館、2002 年、5 頁参考。 
49  志田義秀『花鳥蟲魚 百譜詳釋』辰文館、1907 年、180 頁参考。 
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くまで遊魚表現上の画題としてこの語を捉えることを、前述にて提示したためである。西村
の論考では、遊魚表現であるかどうかの別が論旨に関わらないため、これを区別していない。 






株式会社紀伊國屋書店、1999 年、172 頁）。 
56  前掲：荒俣「奥倉辰行」『彩色 江戸博物集成』、400 頁 
57 1768 年には、びいどろに入れた金魚が歌に詠まれるまでに至るとして触れる（鈴木克美『も














































第 1節 近代における海錯図の展開 
    (1)水族館の実現 
(2)二つの海錯図―幸野楳嶺と都路華香― 
(3)水族館での取材と海錯図の展開 
     
第 2節 『大日本魚類画集』の実現―「生態畫」という問いかけ― 
    (1)大日本魚類画集と大野麥風 





































第 1節 近代における海錯図の展開 
 
(1)水族館の実現 














の後、ヨーロッパの水族館は、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、置き水槽主体の展示か
ら壁に作り付けの水槽に移行したとされ、砂濾過槽の取り入れとともに規模を拡大した。













































図 3-3 都路華香《水底游魚図(左隻)》紙本淡彩、六曲一双、1901年 京都国立近代美術館所蔵 
図 3-4 都路華香《水底游魚図(右隻)》紙本淡彩、六曲一双、1901年 京都国立近代美術館所蔵 
68 
 





図 3-5 幸野楳嶺《東行寫眞(部分)》1876年 
 
 


























































































































































      
図 3-10（左）《メバル》『大日本魚類画集』第 1輯 7回、1938年 
















     




     







































































































































































































































































































2 鈴木克美、西源次郎『水族館学』東海大学出版会、2005 年、17-18 頁参考。 
3  前掲：鈴木、西『水族館学』、18 頁参考。 
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6  前掲：鈴木、西『水族館学』、22-24 頁参考。 
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9  前掲：鈴木、西『水族館学』、51-52 頁参考。 
10  前掲：鈴木「わが国の黎明期水族館史再検討」、2 頁参考。 
11 前掲：鈴木「わが国の黎明期水族館史再検討」5-6 頁参考。 
12 前掲：鈴木、西『水族館学』、80 頁参考。 
13 展覧会図録『大野麥風と大日本魚類画集』姫路市立美術館、2010 年、19 頁及び 98 頁参考。 
14 『神戸又新日報』1937 年 6 月 28 日参考。 
15 前掲：鈴木、西『水族館学』、47 頁参考。 
16 前掲：『大野麥風と大日本魚類画集』98 頁参考。 
17 学名はそのすべてを表現するものではないが、対象の類縁関係を一定程度表現できるもので、
分類の表記としては現在に至っても有用とされている。(松浦啓一『動物分類学』東京大学出
版会、2009 年、16-17 頁参考） 
18 丘淺次郎『日本動物圖鑑』北隆館、1927 年、1-3 頁参考。 
19 岡田彌一郎、内田恵太郎、松原喜代松『日本魚類圖説』三省堂、1935 年、1 頁参考。 
20 中川馨『動物・植物写真と日本近代絵画』思文閣出版、2012 年、144-145 頁参考。 



















































第 2節 自作における遊魚表現上の実践 
    (1)心象的な遊魚空間と魚体の実在感をめぐる試行 
(2)共生の心象風景をめぐる試行 
 
第 3節 自作における作品分析の統括と遊魚表現の可能性 


































































正確には、《鮒 魚楽図之内其一》、《朱ビンタ 魚楽図之内其二》、《蜻蜒 魚楽図之内其三》、




















































     






































































































図 4-10 前田青邨《鯉》1963年、紙本彩色、100×162cm 平木浮世絵美術館所蔵 
 
水の層を感じさせる表現という意味では、現在はむしろ福田平八郎(1892～1974)の初期
























































































































































































































































図 4-23 及び図 4-24 は、こうした刷毛による撫で付けを記録した参考画像である。これ
を幾度も繰り返すことによって、描写の密度があがることとの調和を図っている。詳述す






































それだけでは、図 4-27 のように唐突な物質感が表れてしまうことが分かる。 
そこで《淡風》では、魚体の下地に箔を用いるという発想でなく、箔で描画をするとい
う方向性を取り入れた。すなわち図 4-28 に続くように、魚体の模様を絵具の描写に依らず、




   
図 4-27 《淡風・部分》箔を押した様子     図 4-28《淡風・部分》研磨をまじえて表現 
 
図 4-29 《淡風・部分》遊魚空間と馴染ませていく様子  
 






































図 4-32 筆者作品《小鮒宴》岩絵具、水干絵具、銀箔、高知麻紙、パネル、52×115cm、2011年 
  
図 4-33《小鮒宴・部分》刷毛跡を取り入れる     図 4-34《小鮒宴・部分》刷毛跡を取り入れる 
 
④無垢 







図 4-35 筆者作品《無垢》岩絵具、水干絵具、銀箔、金箔、高知麻紙、パネル、176×194cm、2012年、 







図 4-36《無垢・部分》             図 4-37《無垢・部分》 
















        












































    









     
図 4-44《故里・部分》              図 4-45《故里・部分》 
 










図 4-46 筆者作品《古里遊魚図―家路―》岩絵具、水干絵具、銀箔、高知麻紙、パネル、100×100cm、 
2012年 
 
   











































































































































































































































は私に取って自然なことだ」(同著 34 頁) 
「鯉画は近頃非常に普遍的なものになって来た。が、私は〔中略〕野趣に富んだ小さな 





デッチ上げた魚の模型が出来上がるばかりだ。」(同著 40 頁) 
などとしている。 










5 《魚楽図》に至るまでの来歴は、前掲の展覧会図録「没後 30 年堅山南風展」に記載の年譜を
参考に概観した(展覧会図録「没後 30 年堅山南風展」茨城県天心記念五浦美術館、2010 年、
104-110 頁)。また、1934 年には世田谷・上野毛で南風の妻の兄が養魚場を開いており、ここ
によく通っていたほか、その後に画室そのものを養魚場に移したとされる(堅山久彩子『南風・
燃え尽きて九十三歳』株式会社求龍堂、1982 年、24-25 頁参考)。 
6  注 2 を参照。 
7  日本画の団体。1928 年再興日本美術院同人を脱退した川端龍子が主宰、翌年 6 月に東京で創
立した。民衆との絵画接触のため、会場芸術と剛健なる芸術の樹立を主唱した。同年 9 月第一
回展を東京府美術館で開催、1933 年より公募制に改め、春秋 2 回の展覧会を開いた。(相田公
平ほか『新潮 世界美術辞典』株式会社新潮社、1985 年、799 頁参考) 
8 永田芳男編『アサヒグラフ別冊日本編 74 美術特集 川端龍子』朝日新聞社 1993 年、98 頁
の年譜を参考にして概略した。 
9  前掲：永田編『アサヒグラフ別冊日本編 74 美術特集 川端龍子』、86 頁参考。 
10  河北倫明、平山郁夫監修、柴田英輔編『日本の巨匠 8 前田青邨』株式会社学習研究社、1994
年、112-120 頁の年譜を参考にして概略した。 











13  波多野公介編『アサヒグラフ別冊‘81 秋 美術特集 福田平八郎』朝日新聞社 1981 年、88
頁参考。 
14 前掲：展覧会図録「没後 30 年堅山南風展」、47 頁参考。 
15 前掲：展覧会図録「没後 30 年堅山南風展」、54 頁参考。 
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2006 年、71 頁参考。 
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20 前掲：荒井「日本画の画材と“自由”」、71 頁参考。 
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7-15 頁参考。 
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25  田近憲三「小林巣居人先生と清麗な芸術」『田園の詩―土と水と光と小さきいのちとともに
―小林巣居人画集』株式会社京都書院、1982 年、236 頁 
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を参考に概略した。 
27  前掲：『田園の詩―土と水と光と小さきいのちとともに―小林巣居人画集』243 頁参考。 









した。（荒井経「岩絵具 近代色料のローカルスタンダード」『BT 美術手帖 2005 年 5 月号』









































第 1節 各章の概括および結論 
    (1)各章の概括 
    (2)本論の結論 
第 2節 今後の課題と展望 
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第 1 章 
図 1-1 白畑よし編『新修 日本絵巻物全集第十七巻』角川書店、1980 年、オフセットカラー図
版４(頁数なし) 
図 1-2 展覧会図録「没後 500 年特別展 雪舟」東京国立博物館・京都国立博物館編、毎日新聞
社、2002 年、22 頁。 
図 1-3  戸田禎佑、小川裕充編『花鳥画の世界第 10 巻 中国の花鳥画と日本』株式会社学習研
究社、1983 年、図版 7(頁数なし) 
図 1-4  戸田禎佑、小川裕充編『花鳥画の世界第 10 巻 中国の花鳥画と日本』株式会社学習研
究社、1983 年、図版 34(頁数なし) 
図 1-5 展覧会図録「対幅―中国絵画の名品を集めて―」大和文華館、1995 年、66 頁及び 67 頁 
図 1-6  戸田禎佑、小川裕充編『花鳥画の世界第 10 巻 中国の花鳥画と日本』株式会社学習研
究社、1983 年、図版 61 (頁数なし) 
図 1-7 蕭燕翼編『四王吴惲絵画 故宮博物院蔵文物珍品大系』上海科学技朮出版社、2000 年、
271 頁。 
図 1-8  『国華 第六十八編第七冊八百八号』国華社、1901 年、261 頁。 
図 1-9 伍献文他著『中国鯉科魚類誌 上巻』たたら書房 1980 年、301 頁。 
図 1-10 展覧会図録『特別展米国二大美術館所蔵 中国の絵画』東京国立博物館、1982 年 
図版 139 頁。 
図 1-11 展覧会図録「アニマルランド 東アジアの美術に見る動物表現」和泉市久保惣記念美
術館、2005 年、39 頁。 ※ケツギョ 
図 1-12 展覧会図録「アニマルランド 東アジアの美術に見る動物表現」和泉市久保惣記念美
術館、2005 年、図版 38 頁。 ※鯉 
図 1-13 中国科学院水生生物研究所、上海自然博物館『中国淡水魚類原色図集 第一集』上海
科学技術出版社、1982 年、図 151 (頁数なし) 
図 1-14 鈴木敬編『中國繪畫總合圖錄第 1 巻アメリカ・カナダ篇』東京大学出版社、1982 年、
292 頁。 
図 1-15 矢野環『君台観左右帳記の総合研究 茶華香の原点 江戸初期柳営御物の決定』勉政
誠出版、1999 年、15 及び 16 頁。 
図 1-16 田中一松「魚蟹畫に就いて」『塔影 第十五巻八号』塔影社、1939 年、頁数なし。 
図 1-17 田中一松「魚蟹畫に就いて」『塔影 第十五巻八号』塔影社、1939 年、頁数なし。 
図 1-18 衛藤駿『日本美術絵画全集第六巻 相阿弥/祥啓』株式会社集英社、1981 年、96 
    頁。 




図 1-20 部分田中一松(1985～1983)「魚蟹畫に就いて」『塔影 第十五巻八号』塔影社、1939
年、頁数なし。 
図 1-21 部分田中一松(1985～1983)「魚蟹畫に就いて」『塔影 第十五巻八号』塔影社、1939
年、頁数なし。 
図 1-22  戸田禎佑、小川裕充編『花鳥画の世界第 10 巻 中国の花鳥画と日本』株式会社学習
研究社、1983 年、図 5 (頁数なし) 
図 1-23 展覧会図録「没後 500 年特別展 雪舟」東京国立博物館・京都国立博物館編集、毎日
新聞社発行、2002 年、192 頁。 
図 1-24 濱田信義編『招福の美―めでた尽くし』株式会社青幻舎、2010 年、135 頁。 
図 1-25 聚光院編『大徳寺塔頭 聚光院』株式会社淡交社、2005 年、78-79 頁。 
図 1-26 小林忠、河野元昭監修『江戸名作画帖全集Ⅵ 狩野派 探幽・守景・一蝶』駸々堂出
版株式会社、1994 年、109 頁。 
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図 2-1 神戸市立博物館編『特別展 花と鳥たちのパラダイス―江戸時代長崎派の花鳥画―』神
戸市スポーツ教育公社、1993 年、10 頁。 
図 2-2  図 2-1 に同じ。 
図 2-3 神戸市立博物館編『特別展 花と鳥たちのパラダイス―江戸時代長崎派の花鳥画―』神
戸市スポーツ教育公社、1993 年、9 頁。 
図 2-4 神戸市立博物館編『特別展 花と鳥たちのパラダイス―江戸時代長崎派の花鳥画―』神
戸市スポーツ教育公社、1993 年、16 頁。 
図 2-5  香川県歴史博物館編『高松松平家所蔵 衆鱗図 第三帖』香川県歴史博物館友の会博
物図譜刊行会、2005 年、95 頁。 
図 2-6 下中弘編『彩色 彩色江戸博物学集成』株式会社平凡社、1994 年、411 頁。 
図 2-7 星野鈴『新潮日本美術文庫 13 円山応挙』新潮社、1996 年、29 頁。 
図 2-8 佐々木丞平編『応挙写生画集』講談社、1981 年、62 頁。 
図 2-9 佐々木丞平編『応挙写生画集』講談社、1981 年、63 頁。 
図 2-10 源豊宗監修『応挙画集』京都新聞社、1999 年、131 頁。 
図 2-11 内山淳一「鯉」『別冊太陽 日本のこころ 205 円山応挙 日本絵画の破壊と創造』株
式会社平凡社、2013 年、130 頁。 
図 2-12 前掲：内山「鯉」、130 頁。 
図 2-13 前掲：内山「鯉」、130 頁。 
図 2-14 前掲：内山「鯉」、130 頁。 
図 2-15 佐藤康弘『もっと知りたい伊藤若冲 生涯と作品 改訂版』株式会社東京美術、2011
年、36 頁。 
図 2-16 前掲：佐藤、36 頁。 
図 2-17 板橋区立美術館編『狩野派以外全図録』板橋区立美術館、2013 年、37 頁。  
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図 2-18 建部綾足著作刊行会編『建部綾足全集 第八巻(画譜)』国書刊行会、1987 年、374、361
頁。 
図 2-19 「動物絵画の 100 年展」府中美術館、2007 年。 
図 2-20 佐藤康弘『もっと知りたい伊藤若冲 生涯と作品 改訂版』株式会社東京美術、2011
年、52 頁。 
図 2-21 前掲：佐藤『もっと知りたい伊藤若冲 生涯と作品 改訂版』52 頁。 
図 2-23 展覧会図録「土浦市立博物館第 26回特別展 土浦藩絵師 岡部洞水―知られざる狩野
派の画人―」土浦市立博物館、2002 年、22頁。 
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図 3-1 展覧会図録「京都画壇巨匠の系譜・幸野楳嶺とその流派」滋賀県立近代美術館、京都新
聞社、1990 年、20 頁。 
図 3-2  前掲：「京都画壇巨匠の系譜・幸野楳嶺とその流派」1990 年、20 頁。 
図 3-3 展覧会図録「都路華香展」京都国立近代美術館、笠岡市立竹喬美術館、2006 年、22-23
頁。 
図 3-4  前掲：「都路華香展」22-23 頁。 
図 3-5 竹内栖鳳『楳嶺遺墨』1940 年、58 頁。 
図 3-6 前掲：「都路華香展」169 頁。 
図 3-7 図 3-4 と同図の上に、魚種を示したもの。魚種の説明の挿入は筆者による。 
図 3-8  鈴木克美、西源次郎『水族館学』東海大学出版会、2005 年、口絵 1。 
図 3-9  前掲：鈴木克美、西『水族館学』、口絵 1。 
図 3-10 展覧会図録『大野麥風と大日本魚類画集』姫路市立美術館、2010 年、24 頁。 
図 3-11 前掲：『大野麥風と大日本魚類画集』、27 頁。 
図 3-12 『戦前船舶 16』、頁数表記なし。 
図 3-13 前掲：『大野麥風と大日本魚類画集』、46 頁。 
図 3-14 前掲：『大野麥風と大日本魚類画集』、46 頁。 
図 3-15 前掲：『大野麥風と大日本魚類画集』、39 頁。 
図 3-16 前掲：『大野麥風と大日本魚類画集』、39 頁。 
図 3-17 丘淺次郎『日本動物圖鑑』北隆館、1927 年、312-313 頁。 
図 3-18 筆者撮影、イシダイ 
図 3-19 筆者撮影、イシダイ 
図 3-20 岡田彌一郎ほか『日本魚類圖説』三省堂、1935 年、145 頁。 
図 3-21 下村兼二『鳥類生態寫眞』《第三図 ナベヅルの降下飛翔》三省堂、1930 年、頁数表記
なし。 




図 3-23 下村兼二『鳥類生態寫眞』《第五図 ナベヅルの飛翔(其一)》三省堂、1930 年、頁数
表記なし。 
図 3-24 岡本東洋『花鳥寫眞圖鑑 第三輯』平凡社、1930 年、119 頁。 
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図 4-1  展覧会図録「没後 30 年堅山南風展」茨城県天心記念五浦美術館、2010 年、32頁。 
図 4-2  前掲：「没後 30 年堅山南風展」、33 頁。 
図 4-3  前掲：「没後 30 年堅山南風展」、35 頁。 
図 4-4  前掲：「没後 30 年堅山南風展」、36 頁。 
図 4-5  前掲：「没後 30 年堅山南風展」、34 頁。 
図 4-6  図 4-1 から図 4-5 を、順に並べて全体視したもの。 
図 4-7  前掲：「没後 30 年堅山南風展」、40 頁。 
図 4-8 永田芳男編『アサヒグラフ別冊日本編 74 美術特集 川端龍子』朝日新聞社 1993 年、
頁数表記なし、図番号⑰に該当。 
図 4-9 河北倫明、平山郁夫監修、柴田英輔編『日本の巨匠 8 前田青邨』株式会社学習研究社、
1994 年、頁数表記なし、図 47。 
図 4-10 前掲：『日本の巨匠 8 前田青邨』、図 45。 
図 4-11 波多野公介編『アサヒグラフ別冊‘81 秋 美術特集 福田平八郎』朝日新聞社 1981
年、頁数表記なし、図④。 
図 4-12 前掲：「没後 30 年堅山南風展」、54 頁。 
図 4-13 前掲：「没後 30 年堅山南風展」、78 頁。 
図 4-14 図 4-13 と同図。 
図 4-15 著作権者徳川房子、及川武宣発行『徳岡神泉画集』朝日新聞社、1993 年、頁数表記な
し、図 27。 
図 4-16 前掲：『徳岡神泉画集』、頁数表記なし、図 83。 
図 4-17 藤川護発行『田園の詩―土と水と光と小さきいのちとともに―小林巣居人画集』株式
会社京都書院、1982 年、頁数表記なし、図 39。 
図 4-18 筆者撮影、自作 
図 4-19 筆者撮影、自作 
図 4-20 筆者撮影 
図 4-21 筆者撮影 
図 4-22 筆者撮影、自作 
図 4-23 筆者撮影、自作 
図 4-24 筆者撮影、自作 
図 4-25 筆者撮影、自作 
図 4-26 筆者撮影、自作 
図 4-27 筆者撮影、自作 
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図 4-28 筆者撮影、自作 
図 4-29 筆者撮影、自作 
図 4-30 筆者撮影、自作 
図 4-31 筆者撮影、自作 
図 4-32 筆者撮影、自作 
図 4-33 筆者撮影、自作 
図 4-34 筆者撮影、自作 
図 4-35 筆者撮影、自作 
図 4-36 筆者撮影、自作 
図 4-37 筆者撮影、自作 
図 4-38 筆者撮影、自作 
図 4-39 筆者撮影、自作 
図 4-40 筆者撮影、自作 
図 4-41 筆者撮影、自作 
図 4-42 筆者撮影、自作 
図 4-43 筆者撮影、自作 
図 4-44 筆者撮影、自作 
図 4-45 筆者撮影、自作 
図 4-46 筆者撮影、自作 
図 4-47 筆者撮影、自作 
図 4-48 筆者撮影、自作 
図 4-49 筆者撮影、自作 
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